
（証券コード  4516）

　平素より格別のご高配を賜り
厚く御礼申し上げます。
　さて、当社グループの第152期
第2四半期の営業の概況につき
まして、下記の通りご報告申し
上げます。
　売上高は364億7千万円と
対前年同期比2.5%の増収と
なりました。利益面では薬価
改定に伴う売上原価率の上昇や、新製品類の販売促進費
の増加により、営業利益は20億3千3百万円と対前年
同期比34.5%の減益、経常利益は22億7千2百万円と
対前年同期比29.4%の減益、四半期純利益は14億
4千万円と対前年同期比32.9％の減益となりました。
　なお、中間配当金は1株につき普通配当12円とし、
12月5日からお支払いすることといたしました。
　当社は、本年4月より第五次5ヵ年中期経営計画「新
たな成長を目指して－独自性の追求－」（2014年度～
2018年度）をスタートいたしました。第五次5ヵ年中期
経営計画では、第四次中期経営計画において築いた
土台を礎に、「ヘルスケア分野で存在意義のある会社」
へ向けて新たな成長を目指します。
　今後とも株主のみなさまの変わらぬご理解とご支援
のほどよろしくお願い申し上げます。

平成26年12月
代表取締役社長  前 川  重 信

株主のみなさまへ

第152期中間のご報告
平成26年4月1日～平成26年9月30日



（単位：百万円）
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1株当たり配当金（単位：円）

業績ハイライト（連結）

自 平成25年4月　1日 
至 平成25年9月30日

自 平成26年4月　1日 
至 平成26年9月30日

医薬品事業
　粘膜防御性胃炎・胃潰瘍治療剤「ガスロンN」、非ステロイド
性鎮痛・抗炎症剤「ハイペン」等の売上は減少しましたが、がん
疼痛・慢性疼痛治療剤「トラマール」、骨髄異形成症候群治療剤
「ビダーザ」等の売上が伸長、平成26年4月17日に新発売し
た前立腺肥大症に伴う排尿障害
改善剤「ザルティア」の売上も寄
与しました。その結果、売上高は
294億5千4百万円と対前年同
期比1.4％の増収となりました。

機能食品事業
　健康食品素材の売上は減少
しましたが、品質安定保存剤、
ニュートリション素材、たん白製
剤の売上が伸長し、売上高は
70億1千5百万円と対前年同
期比7.4％の増収となりました。
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骨髄異形成症候群
治療剤

月経困難症治療剤

前立腺肥大症治療剤

粘膜防御性胃炎･
胃潰瘍治療剤

勃起不全（ED）治療剤

肺動脈性肺高血圧症
治療剤

がん疼痛・慢性疼痛
治療剤

非ステロイド性鎮痛・
抗炎症剤

アズレン含嗽液

代謝拮抗性抗悪性腫瘍剤

抗めまい剤

前立腺癌治療剤

前立腺肥大症に伴う
排尿障害改善剤

頻尿治療剤

血管拡張性β１遮断薬

アレルギー性鼻炎治療剤

アレルギー性鼻炎治療剤

アレルギー性鼻炎治療剤
アレルギー性結膜炎治療剤
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ビダーザ

ルナベル

エビプロスタット

ガスロンＮ

シアリス

アドシルカ

トラマール

ハイペン

キロサイド

セファドール

エストラサイト

ザルティア

ブラダロン

セレクトール

バイナス

エリザス

リボスチン

医薬品 計

機能食品 計

売上高

製品名 薬効

アズノール
うがい液

工業所有権等
収益
プルリフロキ
サシン原薬

（単位：百万円）

主力製品売上高



http://www.nippon-shinyaku.co.jp/

当社は、多くの株主・投
資家の皆さまにご利用
いただけるよう、ホーム
ページの充実を図って
おります。ぜひご活用く
ださい。

ウェブサイトのご紹介

（平成26年11月10日現在）

開発段階

ＰⅡ

開発記号
（一般名） 領域分類 適応

申請中

申請中

ＰⅢ

ＰⅡ

ＰⅡ

ＰⅡ

肺動脈性肺高血圧症

疼痛・炎症・
アレルギー系

疼痛・炎症・
アレルギー系

がん疼痛
慢性疼痛

ＡＣＴ－０６４９９２
(マシテンタン) 循環代謝系

ＰⅠ/Ⅱ

ＮＳ－２４
(トラマドール塩酸塩)

低悪性度非ホジキンリンパ腫
中高悪性度非ホジキンリンパ腫

ＮＭ４４１
（プルリフロキサシン）

ＮＳ－１８７
(バフェチニブ)

ＮＳ－３０４
(セレキシパグ) 循環代謝系

皮膚疾患に伴うそう痒

閉塞性動脈硬化症

ＮＳ－１４１

泌尿器系 夜間頻尿ＮＳ－９８６

ＧＡ１０１
(obinutuzumab) 血液がん

肺動脈性肺高血圧症
慢性血栓塞栓性肺高血圧症

〈国内開発状況〉

開発段階

ＰⅢ

申請準備中

開発記号
（一般名）

ＮＳ－304
(セレキシパグ)

領域分類 適応

〈海外開発状況〉

肺動脈性肺高血圧症

合成抗菌剤

Ｂ細胞性慢性リンパ性白血病

循環代謝系

血液がん

感染症

ＮＳ－０１８ 骨髄線維症血液がん

製品開発状況
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株式の状況

株価／出来高の推移 （平成24年10月～平成26年9月）

〈大株主の状況〉

（平成26年９月30日現在）

発行済株式の総数

株主数

株

名

9.62
6.65
6.18
4.92
4.58
4.03
3.09

2.02

1.97
1.48

70,251,484

4,252

株　主　名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

明治安田生命保険相互会社
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
ゴールドマン・サックス・アンド・カンパニーレギュラーアカウント
株式会社三菱東京UFJ銀行
株式会社京都銀行
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
日本生命保険相互会社

日本新薬従業員持株会

パーシング ディヴィジョン オブ ドナルドソンラフキン
アンド ジェンレット エスイーシー コーポレイション

ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー
（注）持株比率は自己株式（2,849,320株）を控除して計算しております。 

6,486
4,482
4,168
3,315
3,090
2,715
2,082

1,362

1,329
995



株主メモ

事 業 年 度
配当受領株主
確 定 日

定時株主総会
招 集 時 期

株主名簿管理人
特別口座の口座
管 理 機 関

同 連 絡 先

毎年4月1日から翌年3月31日まで
期末配当3月31日
中間配当9月30日

6月（同総会権利行使株主確定日3月31日）

三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541-8502 大阪市中央区伏見町3丁目6番3号
電話：0120‐094‐777（平日9:00～17:00）

株式に関するお問い合わせ

届け出住所などのご変更
配当金の受領方法・振込先のご変更
単元未満株式の買取・買増請求

口座を開設されている証券会社に
お問い合わせください。
なお、特別口座に記録された株式に
ついては、三菱UFJ信託銀行（連絡先上記）に
お問い合わせください。

郵送物の発送と返戻に関するご照会
支払期間経過後の配当金に関するご照会
その他一般的な株式事務

株主名簿管理人
三菱UFJ信託銀行（連絡先上記）に
お問い合わせください。
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この印刷物は環境に考慮し、大豆インキで制作しています。
※この用紙費用の一部は『世界の子どもにワクチンを 日本委員会（JCV）』に
　寄付されております。


